
経営学研究科 

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

【修士課程】 

経営学研究科修士課程では、学位授与方針を下記の通り定めます。経営学に関する、精深で高度な

専門知識を有し、経済・社会や企業経営の変化に対応して自ら課題を発見し、それを論理的に分析・

解決する能力を備え、その上で、次のいずれかの能力を有する者に修士の学位を授与します。 

（１）経営学に関する高度な専門性を有する職業に必要な能力。 

（２）経営学の分野で自立した研究者を目指して博士後期課程に進学できる能力。 

（３）豊かな国際感覚を備え、グローバルな視点で経済・社会や企業経営を把握・分析できる能力。 

修士課程では、２年以上在学し、32 単位以上を修得しなければなりません。32 単位の内訳は指導教

授の担当する専修科目を 12単位（演習８単位と講義科目４単位）履修し、この他に選択科目から 20

単位以上を修得することになっています。また、指導教授の承認を得て、他研究科の講義科目を８単

位まで、協定校の講義科目を 10 単位まで履修し修了の要件とすることができます。演習８単位は１

年次、２年次に各４単位履修する必要がありますが、それ以外には履修年次の縛りはありません。 

 

【博士後期課程】 

経営学研究科博士後期課程では、学位授与方針を下記の通り定めます。経営学に関する、より一層

精深で高度な専門知識を有し、経済・社会や企業経営の変化に対応して自ら課題を発見し、それを論

理的に集約し、成果を公表する能力を備えます。その上で、次のいずれかの能力を有する者に博士の

学位を授与します。 

（１）経営学の分野において、研究者として独創的な研究を自立して遂行できる能力。 

（２）知識基盤社会を支える高度の専門性を有する職業に必要な研究能力。 

博士後期課程では、３年以上在学し、指導教授の担当する専修科目の研究演習８単位を修得しなけれ

ばなりません。研究演習８単位は１年次、２年次に各４単位履修する必要があります。博士の学位論

文は専修科目について提出するものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


